
まいこネットの現状とこれから

共同利用型EHRとしてのiDolphin

EHR/EMR連携の問題点とEMRに求められる仕様
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EHR実現のための基盤技術

診療データ
　　• 所在
　　• 互換性
　　• アクセス制御



ドルフィンプロジェクトの基本概念

データセンター

薬局

病院 クリニック

患者医療記録の共有（連携医療）
バックアップ

医療記録の参照
日常／災害時

臨床データの蓄積

１）B2C：患者向け（臨床データの開示）
２）B2B：医療機関相互のデータ連携、PHR系サービス
３）B2R：匿名化データの再利用（医学R&Dなど）
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医療周辺
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データ抽出：各ベンダの対応
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厚労省推奨IFの問題点
→元々データをCDRに焼いて患者に渡す仕組み→EHRのソースには適さない

患者横断的検索事実上不可能
単なるファイルシステム
アクセス権の概念なし
（元々メッセージング）

非構造化文書



EMR(短期) internet EHR server（長期）
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EMR(短期) internet EHR server（長期）
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EMR

Repository

Localized
Mapper

ID-link (EMRから直接pull）
Human bridge（SS-MIXから取得?）

SSGW

CSGW

B2B系

MML

EMRからのデータ取得（長浜）

EHR系
アクセス権付与

ローカル（病院）

ID-link／Human bridgepull

Internet

HL7 v.2.5（簡易XML）



EMR(短期) internet EHR server（長期）
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特殊例：AMCのケース（専用mapperをEHR側に置く）
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uDol

sDol

PC
Others...

Mobile Phone

Dolphin 4.0

xMappin’

gDol

gDol: Global Dolphin (International Center)
sDol: Super dolphin (National Center)
iDpl: iDolphin (Domestic center)
uDol: Ubiquitous Dolphin (Center for Mobile Phone)
xMappin’: Cross Mapping Facility
Trans: Language Translation Facility
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まいこネット
http://www.e-maiko.net/
NPO京都地域連携医療推進協議会



Data Center

病院
クリニック

患者

１）患者がセンターに口座を作成

２）患者が病院にデータ送付を依頼

３）口座にデータが集約される

４）患者がデータを閲覧

　（患者の許可のもと関係病院も閲覧）

① 患者の自発意思で申請

運用の実際



運用の実際

Data Center

病院
クリニック

患者

１）患者がセンターに口座を作成

２）患者が病院にデータ送付を依頼

３）口座にデータが集約される

４）患者がデータを閲覧

　（患者の許可のもと関係病院も閲覧）

② 窓口で送付を依頼



 

〒606-8507 
京都市左京区聖護院川原町54 
京都大学医学部附属病院 

075 (751) 3093 

京都大学医学部附属病院 

医療データ提供依頼書 

 京都大学医学部附属病院  御中 
                    平成  年  月  日 

私は、「まいこネット」の趣旨・内容を理解のうえ、京都大学医学部附属病院
へ下記内容にて医療データ提供を依頼します。 

【申込者記入欄】 

＊申請者ご本人が合理的判断をできない状態にある場合は、代理申請者の方に
も申請書に署名していただきます。一般的にはご両親や後見人の方にお願いし
ておりますが、その他の法定代理人を必要とする場合があります。 

【代理人記入欄】（代理の方による申込の場合） 

※なお、まいこネット及び京大病院のＩＤは、利用者が責任をもって管理する
こととし、利用者の管理不十分、使用上の過誤等による損害について、京大病
院は一切責任を負いません。 

 

 病院記入欄（患者さんは記入しないでください） 

切
り
取
り
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切
り
取
り
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京大病院は 
地域の連携医療を 
進めていきます。 

２ ６
－ －

ふりがな

　　　　　　－　　　　　　－電話番号

 (〒 　 　 -   　  　 )

□女
M・T・S・H

現住所
 年 　月 　日

申請者
氏名

　　　　　　　　サイン
印

まいこネットＩＤ

京大病院ＩＤ

性別 生年月日
□男

確認者印 まいこＩＤ確認病院ＩＤ確認 確認者印

M・T・S・H

 (〒 　 　 -   　  　 )

　　　　　　　電話番号　　　　　－　　　　　－

代理人が申請
する理由

・未成年者[１５歳未満・１５歳以上（同意：有・無）]

・被後見人

同意のない場合の理由

申請者の現住所・連絡先

生年月日

 年 　月 　日

ふりがな

申請者氏名

京都大学医学部附属病院 

テキスト



Data Center

病院
クリニック

患者

１）患者がセンターに口座を作成

２）患者が病院にデータ送付を依頼

３）口座にデータが集約される

４）患者がデータを閲覧

　（患者の許可のもと関係病院も閲覧）

③ データの送付

運用の実際



Data Center

病院
クリニック

患者

１）患者がセンターに口座を作成

２）患者が病院にデータ送付を依頼

３）口座にデータが集約される

４）患者がデータを閲覧

　（患者の許可のもと関係病院も閲覧）

④ データの参照・共有

運用の実際



京大病院の戦略

臨床データは患者によって管理される

京大病院
HIS

患者

データ参照
（主としてテキスト）

まいこネット

関連医療機関

患者の求め
に応じて
データ提供

データ参照
（画像等も含む）Web経由の

リッチな情報サービス

医療機関向け
サービス

府立医大

関連医療機関



連携医療機関向け電子カルテブラウザ

Internet経由アクセス



関連病院向け電子カルテブラウザ













2002～2009
ロールモデルの構築（京都、宮崎）

これをモデルとしてボトムアップ的に全国展開
（宮崎、熊本、京都、東京）

クリニック

病院
薬局

まいこネット

患者

検査

SuperDolphin

クリニック

病院薬局

はにわネット

患者

検査

全国レベルのディレクトリサービス（データ持たず）
データ形式の相互変換

地域レベルのデータ管理

患者も含めたデータの相互運用



　PHR/EHR/EMRの利用拡大
　　　　　
　正確な需要予測困難（常につきまとう無駄）
（設備だけは必要→資金的圧迫）
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クラウド化

Clinic

HospitalPharmacy

まいこネット

Patients

Labo

SuperDolphin

はにわネット

Google:
　Google App Engine for Enterprise (GAE4E)
Amazon:
　Elastic Compute Cloud (EC2), S3

Japanese Cloud Services....



ながはま0次予防コホート事業

◦ 対象・・・30－74歳　長浜市民
◦ 特別な健診（0次健診）を提供
◦ 生活習慣・環境、血液･尿検査、関連検査などを幅広い健康
情報を収集
◦ 長期間、健康状態や疾病罹患、寿命などを追跡
◦ 遺伝子含む包括的な健康のリスク因子の解明を目指す。
◦ 長浜市と京都大学大学院医学研究科の共同事業
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長浜ゼロ次コホートデータと臨床データの統合
長浜コホートプロジェクト参加全市民を対象とした生涯カルテによる健康増進

 特徴：長浜ゼロ次コホート参加全住民によるEHR
　　　1万人：opt-out（任意離脱）の権利保証
 問題点（課題）：
　個人情報保護法（条例制定）
　住基ID等公的IDの医療利用
　匿名化医療データの公的•研究的利用

電子カルテ機能を提供

EHR

EMR/ASP

クリニック
クリニック

クリニック

参加市民

データ
参照/提供

データ提供

検査機関

市町村

データ提供

データ
参照/記録

医療行政への利用

医療機関
行政

PHR

既存（連携実験中）

特定検診

既存（接続検討中）

既存サービス

稼働中

基幹病院基幹病院基幹病院

長浜赤十字病院
長浜市立病院
湖北総合病院

京大病院府立医大病院 Gooからだログ
からだカルテ
WellnessLink

プロジェ
クトDB

データ
相互提供

管理：京大

稼働中
稼働中

長浜EHRプロジェクト

（社）労働保健協会

push型
データ送信*

*push型データ送信：
オフラインで参照可
災害にも強い

レセ電

匿名化臨床データの提供

既存サービス

調剤薬局

参加市民への
コホートデータの提供



まいこネット

はにわネット

iDolphin

ながはまネット

民間系サービスSaaS

Japanese Healthcare ID



まとめ

• サーバの仮想化によるクラウド化
• データ収集の多様化
• 運営基盤の強化（ビジネスモデルの確立）

• ４つのデータセンター (iDolphin)が安定稼働
• B2C：PC、携帯電話でのアクセスを実現
• B2B：データ共有による連携医療、PHRサービス
• B2R：匿名化データの研究開発利用
• EHR/PHRを実現する技術は実用レベルに

今後...


